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　　　申すまでもなく、時間三重、年時働行のこミは只其一日で事足りる澤では毛

　頭なく卒常にその必要があるので．各自が手ン手な時刻を使ふこεは不便この

　上ない次芽であるからそれには各戸に電氣時計を設備して騨刻の統一を計る時

　期が一日も早く到遷せくしこミを希望するものである・只虚夢時計が割合に高賃

　であるが故に今直に賓親は不可能ε思はれるが先づその第一歩ミして．一つの

　研内が組合って一鯛の電氣時計を設備するこミは容易なこεであろから、一町

　内感に一個の電氣時計を設置するならば下れを聯結して同一時刻を保たしめる

　　；Nu’は至極容易な仕事であるε考へるのである。

　　先達って時計の話につれて笑話に出ナここεであるが．一つ「巡回調正時計株

　式隠窓」ミいふものを設立して五日目舞ミか十日目悔に技術者を各戸に派臥し

　て契約の時計の時刻を調正し一年に一才位は油差しをするεいふ風なここ1こす

　れば面白いεいふ謬であるが、現在では各戸に時計を備えてみる二εであら）

　からして求は素入の騎馬錐話だけではないかも知れぬのである。

　　　　　報　時　信　號

　日本内地の報暗影銃即ち時劇を・知らぜる仕

組み匡、企國的報時s地方的報時iSの二つに
渤けて見ろ方が解z）易い。

　金國的畔報ば東京天丈蔓の掌ろSころであ
って天丈塵で匡常に天文溶融から正しい時刻
准定めてみるが、夫れから潤い7こ中央標準畦
な全図に報知すろのである。我々が日．常使用

してみる時刻匡皆二の中央標準時に外なら
ない。尤も窒轡あナこりでに西部標準時脳’つ

て丁度一・時間宛fPくれ六時間たつかつてみる
亡レ、．乙、こtも知つ一（置力弓ねじこなるなレ、o

　さて正午報εしてに東京天文蔓から東京中　．

央郵便局た経由して全國の電信局、横滑。門
司。蔀戸の報時球信実班、東京市午飯信伊州
其他個人にても漣信局へ正午通報の願萬なし

てある者に電線の蓮絡た以て丁度正午三分前
からベルか鴫らして信舵をするのである。そ
して正しく正午に採時計の働きによってこの
電流な断ち、ベノレが一齊に鳴り止む瞬間な以

て正午な知らぜる仕組みになってみるのであ
る。尚ほ全円の停掌場へも同様中央郵便局よ
’VJ　一’旦鐵撹省な経て通知ぜられる。

　更らに東尋ξ天文墓iカ“ら［工午後トトー時SEP後

九時置ば先づ電線で銚子及び船橋無線電信所
に接卑しそれから無線電信々嚢題する。それ
｛工五十九分○秒からツーソーの信請田五十九

分五十五秒まで逡り丁度○分○秒に時計の働

きで一秒問ソーの試演な話する。これが午後
’V一一Leetよ　k｝午後九時な、）のO分○秒胸郭すみ

鐸である。更に引績いて○分三十秒から）P　一

トンの信號な繰返して五十五秒まで呵り一分。秒醐漸で一秒づ、。．嘘號組す陰、窮しいも・であ・．（上田）

る。同様にツー塾ン下ンの信號を繍〕返しt；
後に二分○秒71e　Sいつブこ工合に四分○秒衷で

五回の信號奄禺すのである。この無鞍詑信謡
波長［実銚子ば六百メー1・1レ、船橋に七千七百

メートルであみ。それからこの無線信號野馬
に船舶なごに一畳であり、又ある程度の準衛

用に供ぜられる7こめに袖型時か正しい曄計t
比較してその修正値秘翌ノ｝十五日の官報に拙

載するこ書になってみろ。
　同じ無線でば東京、大阪及名書屋の放逡局
で漉當の蒔刻にアナウンサーが遮毎ならして
信円してmoる様であろが、勿論その正確の度

は保調し難い。

　次に地方的報時であるが、其内橿漬・門
司、榊戸にば報畔球信號所tいふのがあっ
て、正午三分前に叡時球揺橋頭に掲もず置き、

正午東京天：文蔓よりの電流切噺によってその
瞬間に落下する装置で港1轡にみろ船舶がこれ・

か観望して自分の時計た直すのであろ。識ほ
長崎にば掲立に天文槻測旭行って報時球鱈號
ゐ9すろ幸艮時1観～則所fO　s’ある。

　各都市、町村でばその報畔方法巨全く，t　q
であって、東京市の如き正午信疵によって午
砲為うつのがあり叉京都でば大砲の響が古肚
寺建築物保存に不適な蜘こサ4vンで信欝ず
るのであ’ろ○ある町村でば電燈た毎夜定時に
一瞬間消燈．ずるものもあるが此れば大：榔市に

も實行可能のこts考へらるsが一つ方々で
實行けこいものである。
　更に寺院でば勤行、食事なごの合面に鐘な

ならしNJ場で牒職工の進退、就業の汽畜揺
吹きならす。此等の信號こいへぜも附近に音
響葎無遠慮［：放散すろ以上、一定曝に鴎らす



288 宇宙の構i造に就て（シヤエリー）

此の階段的宇宙観を西洋の學者蓬はラムベルト．シヤリエーの宇宙構造説ε言

って居る。ラムベルトは曰く。

　『太陽ミ遊星εの一系は第一次のものである。かXるものは幾らもあり、是

等は更に彪大なる球三星團に属する。是師ち第二次系である。第二次系は更に

集って銀河系をなす。類推すれば宇宙には無数の銀河系があるε思はれる。此

等の銀河系は相集って共に第四次系をなす。以．ヒ同様にして吹第に高次の宇宙

系統に至る』ε（Lambert　I　761）

　階段的宇宙観は今日のやうな科學的ではないけれε・も、東洋に於ては古くか

ら佛者の思想の中にあった。例へば

　季世阿毘曇論地動品第一に

　上略佛告四重。若一日月所羅紗虞。名一世界。從一至千。此中有明日月。千

須彌山王。千四大天王。千切挙挙。中略千梵南天。此響町梵王。爲一千世界主。

王領自在。不係厩他申略。是梵領虚。有四千大洲。四千大樹中略Q一千閻羅王

地獄。二千大海。十六千地獄園。是名小千世界。又更千倍。是名中千世界っ叉

夏千倍。是名大千世界下略。

　又倶舎論頒分別世品に曰く。

　四大洲日月。蘇迷厘欲天。梵世各一千。名一小千界。此小千千倍。説名一中

千。此中倍大千。皆目一一威壌。ε。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大　　　尾

蓮 信

先生・本邸太陽黒黙に關脇麺なる陣し硬欧御酌ます・そして其の鱗
御論丈の別刷な多数頂きまして有難う御座

います。先生の格圃なる御高配によって泓

のi照年來の観測が甚だ不完全なるものにも

拘らす生命づけられナこるた幾重にも御斎申

虹ます。

　私が漏洩観測をやらうミ思び立つブこ第一

の動機は全く先生が先年素謡下に天降學の

講演の71め御苦勢下さっ7：際観測天玉詞の

必要な御話下さつナこ事が抑もの根元であり

ます。；其の後東京からの御麟途わざわざ申

央線な御廻り下ざれ、かの上諏訪から盤尻

間、特1：＊Kのナこめに太陽観測について御指

導岡田いナこ事が特に私が此の太陽襯測に從

々先生や中村さん准始め本部の皆目から御

鞭達；懇得弐しナこ事に本日までドウヤラ此の

齪測な績けて來泉し索大切な賜であり弐

す◎只今では過去五年間時々出會ひましず二

苦痛も忘れて、只嬉しいだけであります。

謹んで感謝致します。

　私に「再び私の太陽観測について」S言

ふ様な題の下に一ニケ月の中に「天界」の’

部分炬割愛して頂いて是等の黙や其の間の

経験た具艦的に書かdて頂きすこいE願って

居りますO取りあへす御禮まで。敬具

　四月二十八日　　　　　三澤勝衛
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で支へてあっナこ二子形の横棒がカタリε落ちてそのハヅEに振子に勢を與へる

のであるが同時に三子のも一つの端が他の金属部に接れて藪に電路を閉ぢるの

である。この電路にある指針は一歯途られ．更らに電流が主時計の電磁石を働

かせて今の今まで全く自由に動いてゐナニ主時計の振子の肩へ（小さな車を肩に

もってみる）オモリをチョツ1・落して振子に勢ひを附解するのである。そのオ

モリは實に小さな一つの挺子の片端にクツ附いてみるものであるが他の端は尻

ヅポの様にクルリε巻き上ったものであって錘が落ちたε同時にシツボで他の

部分に衝撃を與へ．衝撃によって生するカラクリが衝撃による反動でオモリが

再び上へあがる慮をうまく捕へて蕎ミの位置に戻すεいふ工合で見てみて實に

面白い程である。Eころで衝撃によって趨るカラクリは岡時に一つの電路を閉

ぢて主時計の指針を漏るS共1：　．叉シンクロノーム時計内にある電磁石に働い

て振子（副時計の）前路を横切る様なこSをする。もしホン0）少しでも振子が後

ればそれNSブツ附かつて振子を進める働きをする。一寸考へるε邊らせる様に

思ふが進ませるので．こうするミ常に鼠戸i禰時計が同調するこ：三が出出るので

ある。

　まだ述べたい事もあるが一先づ此れでお終ひに致したい。

京　都　で　は

　　新聞紙の傅へるミころによるε．既に京都に於では商業會議所の嚢企で時

の紀念ロの準備が進められてみるεいふこEであるが、府市こ四民で當日午前

十時には天智天皇の陵に奉告祭を行ひ、午前六時、正午及午後六時を期して市

の報時所・寺院・工場の鐘、號笛を鳴らすEいふ。更らに照合統計ε樗して正午

より二時の間に四種類程の職業の家々ついて時計を瞼し叉七條・京極・三二千本

なさの人出の場所について通行人の時計踏めをやる。爾ほ六台の自動車を躯っ

て市内に宣傳ビラを撒き、電車にはポスタ・一　7e　一各所にサンドウィッチ・マン

を歩かせるε風に各人に時間気重の念を吹き込む課で晩には丸山公園で活動爲

眞を見せるNSいふこミである○（上iH　）

實用に適せ渇時誹の名爾（京学鋼払超）

米國　ウ）e　Jレサム。エルツン。ハンード

瑞　西　　ナルダン。ロンジン。ナメガ。モバード。モリス。チソツ1・oローン

　　　　　Pグス。セニジト。タバンス。ツユベニヤ。

　日　本．　精工舎。爾工舎。

以上丁丁の製品は大腿に於て成績優良なり。
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れた。此の毎日毎日（a　．船の速度も一定でなく、叉．船の東西方向の攣位も一

定でないので、或る時は時針を10分進め．叉、儲る時は5分．或は30分。全く

まち々々であったのは止むを得ない。此うしてナポリの「中鰍標準時」から日本

の「中央標準時」までの八時間の蓮ひを、毎日少しつつ直して行ったこミになっ

てみる。

　　ミにかく．横田を出て騨戸に誹る迄、毎日の仕事Σしては少しづっ時計の

針を直し、結局、日本の「中央標準時」から再び日本の「中央標準時」に露つたの

であるから、日々の時針の修正は、積り積って．総計24時聞になった筈である

一一
ｾからε言って、自分等は此うした蕨行中．毎日少しつつ時間をけづり取

られて、つまり24時間郎ち一一・　llを損しナこやうにも思はれないここは無吟。しか

し其の代り、太李洋のまん中に於いて．前記しナこ通り．1922年九月二十三日ミ

いふ日を二度重ねkこεになってみるのであるから．やはり、自分こしては、

別に、時間の損をしナこわけでも、徳をしナこわけでも無い○結局プラスεマdナ

スミでセロ時間だけ壽命を延ばし得ナこに過ぎない。

　　　　世界各地の標準時一覧裏

（暖酒の中央標準時で正午の時、世界の各地での時刻）
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束濠州時

日本申央標準時

各 地 別

｛量総掘｝支，騰。ラ＿。，支，、

ニウジqランド（南洋）

擁甥ズ搬弓手嚇・
南濠州

一本中央凱、朝鮮

墓i轡、支那東部、西濠洲

　　　　　　　　東部インド

　　　　　　　　アフ1）力東岸
東歌標準時1ロシア、バルカン地方、エヂプト、南アフリカ

申礁輪軸婁認鰐架ナ」t’ア・塊・丁・
了ムステルタム購　　ナランダ

グリ島繍�ﾟ典、蠕ア〃凱　コ
　　　　　　　1
太茜洋岸標準時　　カナダ東岸、アルゼンチン、中央ブラジル

額灘1騰灘饗ボラ晒靹’
山岳画面陥ナ齪綱。の山縣
太田洋治民攣時　　カナダビ来國9の西部

　　　　　　　　アラスカ

　　　　　　　　バPイ諸島
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　際使用上の種々の注意奄附いナこQ　　　　　　日本の生き六宗敏秘知るのに大きなインスu’

　　「今持ってるる’■　一一ロスタFが小さくて此　V一“7　ilンです」

　の器械に合ひ兼ねますのが獲念です。是非・　亡博士1工堂の申で自分にさ」やかれ六〇夫人

　Lff々の申に直征50センチ位のシPロスタト鏡　Sクリウベ’レ君烈i珍らしい此のあ才こVJの光

　が慾しいビ思ひます」　　　　　　　　　　　　　＝景為rカメラに牧1められる。

　ビ自分が言ふS、　　　　　　　　　　　　　本願寺からの婦途
　　「そうですね、少し小さい。しかし、50セ　　「土産ものが買ひブこい」

　ンチの鏡で1乱焦鮎に集まる熱量が非常に大　ミ言はれるから、四條通りの大丸に蓮れて行

　きくてs面倒た惹き起すごビになりますから　つ7こ。夫人ば美しい帯地なごを少しく買肥れ

　附置に熱た吸劃する装置が一苦心でぜう。爲　英子S、いろいろ品物の撰握たしてゐられろ

眞機の蓮動装置さへ良くあれば、可な胴・さ間・博士亡グ彫ベシ郡臥各々の持ち揚．
　い鏡面でもメ1支へなく研究に使へますよoj　　の為り子から申央計算室へ飛び交ふ計算箱の

　　「此の器械ご全く同じ大きさで此の型のも　敏捷な蓮動ぶりな見て打ち興じられる○

　のな、今・、世界の何所かの天雷蔓で使って居　　　もばや、目に夕暮に近1くなつ六のに、

　まぜうか？　使用上、峯考の・ために御聞きし圏　「日本の茶が飲みずこい」

ナ、いでVが…一一」　　　　　曙得るので・何所娘い場所な考へ硯
　　「いえ、ユ比の大きさのもの為バムベ：ルグ會・　ずこ力蓄、一寸、仔細なのカ、見當らなかつずこ。そ

　肚が作つナこのば此れが始めてです。此れが、　れで残念ながら、寺町のかぎ屋に少態して簡

　世界で最大の型です。」　　　　　　　　　　軍な茶菓か喫し・それから・急いで、一行を
　　此う聞いて白分匡論いナこ。t同時に、此の．ホテルに逡り届け7：0

　器械な持ってるろ京都二丈壱の誇り章、二二　　　博士一行に其の夜入昨過の急行で東京へ立

　上の大責任ごか感ぜざる准得なかつ．た。　　　カれた。同夜・自分もs少しく邊れて東上す

　　此の時、中村要氏が二丈舜へ來られ71。紹　る筈であっれナこめ・見付りばしなかつすこが・

　介によ9、すぐ同氏艮榑＝［：7こちミ握手dられ　英子ば濁り一行な京都騨に見迭つた。同時に

　ナこ。玉尺九寸の大男であろ中村氏も二士の長　此の昨・新城教授も騨に駆けつけて・昂嚢問

　い勇長にぽ及ばないこ定が衆目の前に立謬iぜ　ぎばの一行に創工れナこ由O

　られブこ。一早速の思ひつきで、中村氏の手　　　　×　　　×　　　×　　　×
肺づらlt．L、一同、北館の入。野景軋　二＋二日の朝・自分陳京にjtt・・’・’（帝齢

郷爲眞㈱・・轟・・獺れで粥算説毅謄鱗了晶
　　　　x　　　×　　　×　　　×　　　　た途つ’（自分tt到着麺博士i：知らぜるt・博

　　天外一巡鍛、搏士一行三人泊分等夫士も嬉び・

響驚編灘1．
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